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甲南大学経営学部西村ゼミ
× 六甲バター株式会社

孤食というテーマを掘り下げるため、全国の子ども食堂にヒ

アリングし、実際に子どもを持つ四十数組の親子を訪ねて情報

収集し、当事者の声を拾った。その結果をふまえ、親子のつな

がりをどうつくるかというポイントに絞って商品化のアイデア

を練ることができた。連日 人のゼミ生で議論し高まった団結

力をプレゼンで生かすことができた。

団結力 プレゼンで発揮

ゼミプロジェクトリーダー・中田 息吹さん ３回生
給
食
用
に
販
売
し
て
い
る
「
ポ

コ
ッ
ト
」
と
い
う
地
味
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
身
近
な
商

品
に
光
を
当
て
、そ
こ
に「
孤
食
」

と
い
う
社
会
課
題
を
結
び
付
け
る

と
い
う
発
想
に
驚
か
さ
れ
た
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
動
画
を
埋

め
込
む
と
い
う
手
法
も
若
い
世
代

だ
か
ら
こ
そ
の
ア
イ
デ
ア
。
い
た

だ
い
た
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
今

後
の
商
品
開
発
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。

六甲バター株式会社
代表取締役副社長
塚本 浩康氏

孤
食

結
び
付
け
る
発
想
に
驚
き

Ｑ
Ｂ
Ｂ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

な
げ
、
チ
ー
ズ
商
品
の
消
費
量
拡
大

を
図
る
た
め
の
新
商
品
を
提
案
す

る
。
ま
ず
食
を
め
ぐ
る
課
題
の
中
で

私
た
ち
は
子
ど
も
の
孤
食
に
着
目
し

た
。現

状
を
知
る
べ
く
、
孤
食
状
況
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
場
で
あ

る
全
国
の
子
ど
も
食
堂
２
０
３
カ
所

の
運
営
者
と
、
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
親

人
を
電
話
な
ど
で
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
親
子
の
つ
な
が
り
が
弱

い
現
状
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
こ

で
商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
子
ど
も
と

過
ご
す
時
間
が
な
く
つ
な
が
り
が
弱

い
小
学
生
の
親
と
し
た
。

商
品
名
は
「
あ
な
た
に
想
い
を

は
い
！
チ
ー
ズ
」
。
給
食
用
の
商
品

で
親
子
と
も
に
な
じ
み
深
い
既
存
商

品
を
活
用
。
子
ど
も
１
人
で
の
夕
食

時
に
商
品
を
添
え
て
お
き
、
商
品
に

付
け
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ス
マ
ホ
を
か

ざ
す
と
親
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
受

け
取
れ
、
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
子
に

は
親
が
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

め
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
親

子
が
つ
な
が
っ
て
い
ら
れ
る
時
間
が

増
え
る
。
ア
プ
リ
を
通
じ
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
動
画
を
再
生
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
加
算
さ
れ
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

で
Ｑ
Ｂ
Ｂ
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
パ
ー
ク

に
招
待
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
商
品
を
小
学
生
の
子
を
持
つ

親
に
購
入
し
て
み
た
い
か
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ

％
が
「
購
入
し
て
み
た

い
」
と
回
答
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
以

外
の
層
か
ら
の
購
入
も
見
込
め
る
。

動画メッセージを商品に
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Ыグランプリグランプリ

県内の中小企業が抱える経営課題について、大学生がゼミ単位で調査

・研究し、解決策を提案する「Ｍラボ課題解決ラボ2019発表会」が 月

日、神戸市内で開かれた。今回の参加企業は県内の 社、参加ゼミは

県内外の10大学 ゼミ。グランプリには、乳製品製造の六甲バターに対

し、孤食の子どもに親からメッセージが伝えられる機能を持たせたチー

ズ商品の開発を提案した甲南大学の西村ゼミが選ばれた。

企業のさまざまな課題の解決策を探り、工夫を凝らして提案する

学生たち‖神戸市中央区、神戸ハーバーランドスペースシアター

「
課
題
解
決
ラ
ボ
」
は
、
神

戸
新
聞
社
、
兵
庫
県
、
兵
庫
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
県
内

の
企
業
と
大
学
生
の
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
Ｍ
ラ
ボ
」
の
中
核
事

業
で
、
今
年
で
７
回
目
。
学
生

は
５
月
に
担
当
企
業
と
顔
合
わ

せ
し
、
各
企
業
が
直
面
し
て
い

る
課
題
を
抽
出
し
た
う
え
で
、

調
査
・
研
究
を
開
始
。
ゼ
ミ
が

持
つ
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

柔
軟
な
発
想
で
解
決
策
を
探
っ

て
き
た
。
８
月
に
行
わ
れ
た
中

間
発
表
会
で
対
象
企
業
や
有
識

者
か
ら
得
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

と
に
ア
イ
デ
ア
に
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
、
よ
り
実
践
的
な
提
案

と
し
て
練
り
上
げ
た
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
発
表
会
で

は
、
各
チ
ー
ム
が

分
の
持
ち

時
間
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
。
７
人
の
審
査
員
が
、

情
報
収
集
力
、
論
理
性
、
プ
レ

ゼ
ン
力
、
独
自
性
、
実
現
可
能

性
の
五
つ
の
基
準
で
評
価
し

た
。
こ
の
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ

に
は
甲
南
大
学
・
西
村
ゼ
ミ

（
六
甲
バ
タ
ー
）
、
準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
関
西
学
院
大
学
・
西
本

ゼ
ミ
（
三
晃
商
事
）
、
３
位
に

甲
南
女
子
大
学
・
佐
伯
ゼ
ミ

（
キ
ッ
ザ
ニ
ア
甲
子
園
）
、
審

査
員
特
別
賞
に
神
戸
学
院
大
学

・
島
永
ゼ
ミ
（
日
本
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
が
選

ば
れ
た
。

審
査
委
員
長
を
務
め
た
神
戸

大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
の

南
知
惠
子
教
授
は
「
グ
ラ
ン
プ

リ
は
、
足
で
稼
い
だ
情
報
収
集

力
に
秀
で
、
提
案
内
容
も
魅
力

的
で
そ
こ
に
至
る
論
理
の
筋
道

も
明
確
だ
っ
た
。
準
グ
ラ
ン
プ

リ
は
、
他
の
会
社
も
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
巻
き
込
む
な
ど
実
現
可

能
性
に
向
け
て
努
力
し
、
現
実

に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
道
を

示
し
て
く
れ
た
。
３
位
は
、
子

ど
も
の
生
き
る
力
と
い
う
難
し

い
テ
ー
マ
に
対
し
て
真し

ん

摯し

に
取

り
組
み
、
事
業
者
で
は
考
え
つ

き
に
く
い
発
想
を
提
示
し
た
。

ま
た
審
査
員
特
別
賞
は
、
学
生

の
な
じ
み
の
な
い
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ

（
企
業
間
取
引
）
の
商
品
を
ど

う
売
る
か
を
考
え
、
今
の
ト
レ

ン
ド
を
踏
ま
え
た
新
鮮
な
提
案

が
魅
力
的
だ
っ
た
」
と
講
評
を

述
べ
た
。

甲
南
大
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西
村
ゼ
ミ

グ
ラ
ン
プ
リ

関
西
学
院
大
学
商
学
部
西
本
ゼ
ミ

×

有
限
会
社
三
晃
商
事

空
き
家
だ
っ
た
古
民
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
赤
穂
市

加
里
屋
地
区
に
２
０
１
９
年

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
加

里
屋
旅
館
Ｑ
」
。
吉
井
社
長

か
ら
は
「
地
域
と
人
を
つ
な

ぐ
場
に
し
た
い
」
と
い
う
思

い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
赤
穂
に
は
観
光
客
が
少

な
い
。
そ
こ
で
他
の
空
き
家

も
一
気
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す

る
「
赤
穂
の
街
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
を
提
案
す
る
。
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

を
探
し
当
て
、
Ｇ
｜
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ

（
神
戸
市
中
央
区
）
と
マ
ッ

チ
ン
グ
。
行
政
か
ら
の
支
援

を
引
き
出
し
、
多
く
の
事
業
者

を
巻
き
込
む
に
は
さ
ら
に
強

力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
社
会

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
事

業
部
門
を
持
つ
、
無
印
良
品
を

展
開
す
る
良
品
計
画
（
東
京

都
）
か
ら
賛
同
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
、
住
民
の
理

解
、
行
政
の
支
援
を
得
な
が

ら
加
里
屋
地
区
の
一
体
整
備

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

リノベにパートナー企業
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Ы

準
グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

甲南女子大学人間科学部
佐伯ゼミ

× キッザニア甲子園

子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
の

育
成
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
。
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
の
体

験
価
値
を
「
生
き
る
力
」
に

結
び
つ
け
る
に
は
保
護
者
の

役
割
が
欠
か
せ
な
い
。
体
験

を
家
庭
で
共
有
し
て
い
く
に

は
「
施
設
内
で
の
職
業
体
験

に
よ
る
気
づ
き
や
学
び
を
、

家
庭
に
つ
な
い
で
い
く
た
め

の
支
援
」
「
保
護
者
同
士
が

キ
ッ
ザ
ニ
ア
を
通
じ
た
生
き

る
力
の
育
成
に
つ
い
て
学
び

あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
」
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

前
者
の
仕
組
み
と
し
て
、
仕
事

内
容
や
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の
意

図
を
伝
え
る
動
画
や
、
子
ど

も
と
一
緒
に
体
験
の
振
り
返

り
が
で
き
る
シ
ー
ト
を
用
意
。

後
者
で
は
、
保
護
者
そ
れ
ぞ

れ
の
工
夫
や
失
敗
例
を
情
報

交
換
し
共
有
す
る
場
を
つ
く

る
。
保
護
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

か
ら
新
た
な
付
加
価
値
を
創

出
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
、
新
規
顧
客
の
獲
得
も
期

待
で
き
る
。
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体験の広がり 保護者組織に着目

３ 位３ 位

神
戸
学
院
大
学
経
営
学
部
島
永
ゼ
ミ

×

日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

ギフト市場に着目
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特
別
賞

特
別
賞

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
進
む

と
、
主
力
商
品
で
あ
る
シ
ュ
リ

ン
ク
包
装
機
械
の
対
象
で
あ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
た
め
新
た
な
市
場
開

発
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
（
消
費
者
向
け

取
引
）
市
場
、
な
か
で
も
ギ
フ

ト
市
場
に
着
目
し
た
。
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
べ
く

〜

代
の
男
女
約
１
０
０
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
自

分
の
セ
ン
ス
や
個
性
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
し
た

い
と
い
う
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

を
発
見
で
き
た
。
そ
こ
で
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ロ
ボ
を
提
案
す
る
。
い

く
つ
か
の
店
舗
の
商
品
を
自

分
で
選
ん
で
、
大
、
中
、
小
の

ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
選
べ
る

よ
う
に
し
て
詰
め
合
わ
せ
、
包

装
紙
も
複
数
か
ら
選
ん
で
ラ

ッ
ピ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い

て
無
料
で
使
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
ギ
フ
ト
市
場
を
改
革
で

き
る
。

審査委員長

南 知惠子 神戸大学大学院経営学研究科教授

審査委員

清水 信年 流通科学大学商学部教授

小谷健太郎 株式会社日本政策金融公庫企画管

理本部広報部報道課長

深田 昌則 パナソニック株式会社、アプライ

アンス社

代表

藤原 岳史 株式会社ＮＯＴＥ代表取締役

森村 文一 神戸大学大学院経営学研究科准教

授（Ｍラボ課題解決ラボ実行委員）

吉住 裕子 有限会社未来教育設計代表（Ｍラ

ボ課題解決ラボ実行委員）

‖敬称略‖学生たちのプレゼンを聞く審査委員ら
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発表会の様子（動画）は、Ｍラボホームページ（

‐ ）でご覧いただけます。
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年（令和元年） 月 日   金曜日年（令和元年） 月 日   金曜日


